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中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標

中学校学習指導要領 外国語科の目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方

を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書

くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理

解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーション

を図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。



【知識及び技能】

(1)外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、こ
れらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や
社会的な話題について、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、こ
れらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、
書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとする態度を養う。
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中学校学習指導要領第２章 第９節 外国語 第２ 英語 ３ 指導計画の作成と内容の取扱い (1)ア

単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能

力の育成に向けて、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るよ

うにすること。その際、具体的な課題等を設定し、生徒が外国語による

コミュニケーションにおける見方・考え方を働かせながら、コミュニケー

ションの目的や場面、状況などを意識して活動を行い、英語の音声や

語彙、表現、文法の知識を五つの領域における実際のコミュニケーショ

ンにおいて活用する学習の充実を図ること。

主体的・対話的で深い学びの実現
（「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善）
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聖徳中学校住谷先生の実践から

授業改善の視点

主体的な学び

学習の見通しを立てたり学習し
たことを振り返ったりして自身の
学びや変容を自覚できる場面を
設定する。

対話的な学び

深い学び

対話によって自分の考えなどを
広げたり深めたりする場面を設
定する。

生徒が考える場面と教師が教え
る場面を組み立てる。

・単元の最初にCAN-DOリ
ストなどを活用して単元の
Goalを明確に示す。
・振り返りシートやフォームを
活用する。

具体例

・ペア、グループを活用する。
・ICT端末で書いたもの、録
音、録画したものを共有する。

・対話的な学びを通して自ら
の考えや意見を整理したり、
文章を推敲したりする。
・答えを与えるのではなく、気
付きを促す発問をする。
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・振り返りの頻度、タイミング、方法

・一人一台端末の活用

・授業で大切にしていること

「教科書を教える」？

「教科書で教える」？
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学習者用デジタル教科書について

＜用途＞

（生徒）

・紙媒体は学校で、デジタル教科書は自宅で使用。

・自宅での自習用（音読練習等）。

ただしリスニング課題などは限定的。

9



学習者用デジタル教科書
実践事例集
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https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/digital/1419745_00003.htm


